
各

小

学

校

．

で

運

動

会

み
ん
な
が
頑
張
っ
た
日

.･5 月2j 日 に予 定さ れ てい た 各小 学

校゙必 運動 会1までt翔 こよ り延期と なり 、213

日に 藤田小I冫霖江 野小で､Ｔ２８日 に

は 小 坂小 二大木戸小で開催されまじた｡j

児 童た 有の禰響 杯の競 奨や演 技が繰 り

広 げ ら れ゙ま すご｢ がん ぱ 札! 負 ける

な 冂' 声援 が升 段と大き くなりt 対 抗.

リレ1こがー スタさ ドすると 運動会も フ ィ

ナ ーじ を迎え ま す.ぐ ．　 ．ﾗﾌ　座

お 父さ ん・お 母さんも 競技 や準 億に､

加 わり卜 ま た.j 也区をあ げて の咀催 で

運動 会を 儼り 上卜 まも う＼ ． 嵋馳11 ，

２　 ０　 ０　 ０

６
平成12 年６月15 日
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守

る

ぞ
わ
が
町
、
誓
い
新
た
に

国
見
町
消
防
団
定
期
点
検

六
月
卜

。
冂
国
見
町
消
防
団
定
期
点
検
が
。
雨
の
た
め
上
野
台
グ
リ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ

９
２
３
を
会
鵬
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
通
常
点
検
・
機
械
器
只

点
検
や
各
称
馴
練
、
ポ

ン
プ
操
法
が
火
施
さ
れ
、
消
防
団
は
の
旺
盛
な
Ｌ
気
と
、
規
律
あ
る
日
頃
の
訓
糾
の
成

果
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

朝

八
時
三

卜
分

、
団

旗
を
先
頭

に
圃
見
町

消
防

団

貝

二

口
四
卜

余
名

が
入

場
。
出

助
人

ほ
と

巾
両

報
告

が
な
さ

れ
、

高
橋

団
長

の
訓
示

に
よ

り
集

鮎
完

了
で

す
。
式

で
は

統
監

の
￥

水
町
長

が

「
地
域

住
民

の
生

命
、

身
体

と
財

産
を
守

る
と

い
う
崇

高
な

任

務
を
自

覚
さ

れ
、

使
命

感
を

も
っ
て
消

防

活
助

に
一
層

ご
精

励

い
た
だ
き

ま

す
よ

う
に
ご

と
訓

示
し

ま
し

た
。

引

き

続
い
て

各
種
表

彰
伝

達
及

び
表
彰

が
行

わ
れ

た

後
、
身

な
り

を
硫

認
す

る
通
常

点
検

、
全

卜
四
台

の
消

防
叭

両

お
よ
び

槻
械

器
具
の

点
検

が
行

わ
れ

ま

し

た
。
令

．Ｅａ
分

団
を

。
。中

隊
に
編

成
し

て
の

各
個

訓

練

、
小

隊
馴

糾
が
棘

り
広
げ

ら
れ

、
第

二
分

団
に
よ

る

ポ
ン
プ

操
法

も

。
き
び
き

び

と
披
露

さ
れ

ま
し

た
。

点
検

を
締

め
く

く
り
、
統

監
Ｍ

永

町
艮
は

、
「
皆

さ

ん
の
旺

盛
な

志
気

が
遺
憾

な
く
発

揮

さ
れ
、

消
防

団

に
対
す

る
偽

帆
を

。
層
深

め
ま
し

た

ご
と
講

評
。

最

後
に
鳥

橋
団

長
は

「
消
防

団
令

団
貝

が
一
体

と
な

り
、

一
層

努
力
し

て

い
く
決
意

で
す

ご

と
述

べ
、
町

を
守

る
誓

い
を
新

た

に
、
定
期

点
検

は
終
ｆ

し

ま
し

た
。

消防 団員 数 国見町の消防施設

消 防ポン プ自動 車　 ６台

小型 動力 ポンプ　　 ８台

小型働力ポンプ積鰉東　 ８台

消 火栓　　　　　91 基

防 火水 栢　　　　79 基

火災発生件数

平成７年　　 ６件

平成８年　　 ８件

平成９年　　 １件

平成10年　　 ３件

平成11年　　 ７件

本　 囲

第1 分ｉ 啅 坂地剛

篥２分団亅 田逾叭

籖３分団ｌ 江野地gl

罵４分団;大枝埴区}

氛５分ａ{ 大木戸地区ﾝ

合　 肘

(４ 肩

(49 Å;

(79 ん

ぶAj

澂 幻

1144Å)

{2 仞 幻



第
三
分
団
に
竿
頭
綬

第
五
十

一
回
伊
達
支
部
幹
部
大

会
当
町
で
開
催

福
鳥
県
消
防
協
会
伊
達
支
部
幹
部

人
会
が
、
六
月
七
日
、
観
月
台
文
化

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
大
会
の
席
ｈ

、
各
種
表
彰
の
伝

達
で
は
、
同
見
町
消
防
団
第
三
分
団

（
森
江
野
）
が
県
消
防
協
会
長
及
び

伊
達
支
部
艮
よ
り
竿
頭
綬
を
受
賞
し

ま
し
た
。
こ
の
受
賞
は
平
成
六
年
八

月
か
ら
昨
年
卜
二
月
末
ま
で
の
、
五

年
四
月
の
長
き
わ
た
る
無
火
災
の
功

績
に
よ
る
も
の
で
す
。

幹
部
大
会
は
、
伊
連
支
部
管
内
七

町
か
ら
、
約
三
百
二
十
名
が
参
加
し
、

消
防
団
の
し
気
高
紛
を
目
指
し
、
開

催
さ
れ
た
も
の
で
す
。
伊
違
地
方
町

村
会
長
で
も
あ
る
冨
水
町
長
が
歓
迎

の
意
を
込
め
挨
拶
。
ま
た
、
衣
彰
受

賁
者
を
代
表
し
て
、
阿
部
洋
一
第
五

分
団
第
三
部
部
長
が
謝
辞
を
述
べ
ま

し
た
。
当
日
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で

は
、
町
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
七
十
名
に

よ
る
、
華
麗
な
歌
や
踊
り
が
披
露
さ

れ
、
大
会
参
加
者
の
喝
采
を
あ
び
ま

し
た
。

県
消
防
協
会
長
よ
り
裏
彰
を
受
け
る

大
津
利
勝
第
三
分
団
萇

出
水
期
に
備
え
水
防
演
習

六
月
四
日
、
建
設
省
及
び
県
、
阿

武
隈
川
流
域
ミ
十
九
市
町
村
の
主
催

に
よ
る
、
水
防
演
習
が
福
島
市
荒
川

巡
動
公
園
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
．

．
昨
年
の
八
月
末
豪
雨
等
の
教
馴

を
踏
ま
え
、
今
後
の
出
水
期
に
伽
え
．

水
防
技
術
の
向
匕
並
び
に
水
防
体
制

の
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
水
防
に

対
す
る
地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
を

深
め
る
こ
と
を
口
的
と
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

『
み
ず
か
ら
守
ろ
う
。
み
ん
な
の
地

域
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
や
自
衛
隊
、
地
峨
住
民
も
参
加

し
、
人
脱
模
な
総
合
水
防
訓
練
で
す
。

当
町
か
ら
は
第
二
分
団
一
。十
名
が
出

助
し
、
洪
水
に
よ
る
堤
防
か
ら
の
越

水
を
防
止
す
る
積
土
の
う
工
を
実
施
、

き
び
き
び
と
し
た
動
き
で
、
日
頃
の

訓
練
の
成
果
を
発
押
し
ま
し
た
。

積
土
の
う
工
を
実
演
す
る

第
二
分
団
の
参
加
者

定
期
点
検
表
彰
受
賞
者
名
簿
（
敬
称
略
）

団
体
表
齠

国

見

町

消

防

団

第

三

分

団

☆

福

鳥

県

肩

防

協

会

長

竿
頭

綬
（

無

火

災

）

☆

伊

達

支

部

艮

竿

飢

級
（

無

火

災

）

個
人
表
彰

☆
叙

勲

○
勲
六
等
叭
光
旭
口
瞋

林
　

初
男

☆
福
島
県
知
事
表
彰

９
Ｍ
勧
章
　
　
　

石
川

好
一

＠
永
年
助
続
欷
　
　

野
村

安
夫

佐
久
川
友
一
　

小
鳥

嗔
一

小
林

憲
‐．

〇

．
般
人
表
彰
｛
火
災
現
場
功
労
｝

仲
野

ク
ラ
　

林
　

幾
・子

☆
日
本
消
防
協
会
長
裂
彰

○
功

柚

章
　
　

高
橋

忠
一

〇
精

績

ａ
　
　

大
沖

利
勝

○
勤

続

叺
　
　

朽
木

勝
之

４
橋

常
男

☆
綱
島
県
消
防
協
会
長
表
彫

○
功

奴

摩
　
　

嶇
野

嵐

朽
木

勝
之
　

井
砂

善
榮

斎
藤

修
．

鈴
木
　
一
男

大
内

腸
災

○
精

勤

擘
　
　

東
海
林
忠
雄

羽
根

悛

．

小
鳥

璽
一

小
林

憲
『

○
退
皿
団
貝
婦
謝
状

林

初
男

鈴
木

正
夫
　

宍
戸
伊
勢
雄

浅
野

武
志
　

佐
藤
二
三
夫

徳
江

岬
典
　

佐
藤
金
兵
衛

与
鳥

孝
．

０
一
般
人
表
彰
（
火
災
現
場
功
労
）

仲
野

ク
ラ
　

林

幾
子

☆
伊
凛
支
部
長
寂
彰

＠
功

績

章
　
　

古
田

義
正

高
橈

虞
正
　

佐
藤

晴
雄

ｏ
精

助

収
　
　

本
坂

止
弘

阿

部

洋

一
　

鳥

橋
　

一

男

佐

藤

誡
　
　

菊

地

忠

良

実

択

水

広
　

佐

藤

浩

但

鳥

橋
　

一

博
　

菅
野
　

一

男

吉

田

孝

夫

○

奴

子

等

消

防

表

彰

星

野

巌
　
　

星
野

ぶ

哮

＠

一

般

人

太

杉

（

火

災

麗

場

功

労

）

仲

野

ク

ラ
　
　

林

幾
ｆ

Ｏ

一

般

団

体

４

彰

桑

折

地

区

交

辿

安

全

協
会

小

坂

節
会

国

見

町

婦

人

防

火

ク
ラ

ブ

☆

町

長

・

団

長

連

名

感

謝
状

○

永

乍

助

続

退

職

剛
員

感

謝

状

小

鳥

璽

一
　

小
林

憲

一

高

野

繁

治
　

秡

潭

庄

太

郎

宍

戸

昭

一
　

鈴

木

富

男

．

宍

戸

鰆

憲
　

Ｈ

Ｌ

開

一

鈴

木

英

大

☆

団

長

褒

彰

Ｏ

優

良

聞

員

表

彰
　

高

橋

孝

巾

松

浦

叉

孝
　

仲
野

博

行

偉
藤

節
大
　

佐

藤

窿

欒

近

野

富

次
　

佐

藤

筒

浩

徳

江

忠
　
　

佐

藤

賢

次

郎

小

林

裕

一
　

鈴

木

正

一

忸

藤

克

好

９

．
般

人

表

彰
（

火
災

現
場

功

労

）

仲

野

ク

ラ
　

林

幾

子

永

野

修

子
　

佐

藤

肖

久

川

佐

藤

榮

壽
　

佐

廊

富

子

岡

田

屯

八
　

鳥

鴎

卍

一

佐

藤

や

作
　

佐

藤

μ

子

八
巻

国

光
　

相
原

守

卍

☆

町

長

・

団

長

連
名

一

般

人

感

謝

状

Ｏ

一

般

人

略

謝
状
｛

消

防

施

凝
用

地

協

力

｝

佐

藤

耨

‐‐

郎
　

村
ｈ

俊

弘

佐

鵬

洋

．

佐

藤
（

ナ

ｆ

松

湘

忠

川



総
合
学
習
の
一
環
と
し
て

森

江

野

小

学

校

森
江
野
小
学
校
の
五
・
六
年
生
。一

士
一
。名
が
学
校
西
前
の
水
田
で
十
六

日
出
植
え
体
験
を
し
ま
し
た
。
冴
少

年
育
成
町
民
会
議
森
江
野
地
区
推
進

協
議
会
（
村
上
公
月
会
長
）
が
中
心
と

な
り
、『
森
江
野
地
区
へ
の
愛
着
を
深

め
、
自
然
を
愛
し
、
心
身
共
に
健
や

か
な
ｙ

供
た
ち
の
青
成
を
図
る
』
こ

と
を
凵
的
に
三
年
前
よ
り
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
昨
年
は

Ｉ
・
二
年
生
が
火

施
し
ま
し
た
が
、
今
年
は
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
を
利
用
し
て
、
五
・

六
年
生
が
米
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

高
橋
佐
七
さ
ん
、
廣
居
唄
夫
さ
ん

秋

を

楽

し

み

に

大

木
戸

小

学

校

大
木
戸
小
学
校
で
は
高
橋
一
災
さ
ん
（
高
械
）
の
水
田
四
ア

ー
ル
を
『
あ
つ
か
し
農
園
』
と
名
づ
け
、
五
年
前
か
ら
米
作
り

を
し
て
い
ま
す
。
五
月
十
八
日
、
泌
谷
節
男
さ
ん
（
光
明
寺
）

か
ら
い
た
だ
い
た
も
ち
米
の
苗
に
よ
り
、
田
植
え
を
し
ま
し
た
。

高
橋
一
美
さ
ん
か
ら
植
え
方
の
指
導
を
受
け
た
後
、
一
上
一
。

年
生
が
見
学
す
る
巾
、
四
年
生
以
上
の
三
十
二
名
が
水
ぬ
る
み

か
け
た
田
に
入
り
ま
し
た
。
水
田
に
張
っ
た
糸
（
田
植
縄
）
に

沿
っ
て
、
真
っ
直
ぐ
に
植
え
付
け
ま
す
。
五

廴
（
年
生
は
、
こ

れ
ま
で
に
米
作
り
を
体
験
済
み
で
、
苗
を
持
つ
手
も
あ
ざ
や
か

に
。
手
際
よ
く
植
え
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
ぺ

学
校
か
ら
あ
つ
か
し
農
園
ま
で
は
約
一
キ
ロ
雌
れ
て
お
り
、
除

嶼
や
水
の
管
理
は
高
橘
さ
ん
の
お
皀
話
に
な
り
ま
す
。

秋
に
は
み
ん
な
で
稲
刈
り
を
行
い
、
で
き
た
お
コ
メ
は
、
収

穫
祭
や
卒
業
式
で
振
舞
わ
れ
る
予
定
で
す
。

大
き
く
な
ー
れ
！

み
ん
な
の
リ
ン

ゴ

藤
田

小

学
校

藤
田

小
学

校
の

。一
年
生

は

、「
リ

ッ

キ
ー

」
と

『
赤

い
リ

ン
ゴ

の
木

』
と

名

づ
け

た
、

二
本

の
リ

ン
ゴ

の
木

の

成

長
を

楽
し

み
に
し

て

い
ま
す

。

観
察

カ
ー

ド
を
作

り

、
リ

ン
ゴ

の

央

の
成

艮
を

観
察
す

る
と

と
も
に

、

こ

れ
ま

で
、

受
紛
や

摘

果
な

ど
の

作

業

を
休

験
し

て
き
ま

し

た
。

リ
ン

ゴ
の

本
を
提

供

し
て

く
れ

た

佐

藤
岩

男
さ

ん

（
石
毋

Ⅲ
衣

）
が

先

生

で
す

。
な

ぜ
受
紛

作

業
を

す

る
の

か
、
ど

う
し

て
摘

果
が

必
要

な
の

か

な
ど
、
教
わ
り
な
が
ら
、
グ
ル
ー
プ

毎
に
枝
を
決
め
。
花
粉
の
交
配
や
小

さ
い
実
を
取
り
、
世
臨
を
し
て
き
ま

し
た
。

身
近
に
あ
り
な
が
ら
、
な
か
な
か

接
す
る
こ
と
が
少
な
い
果
樹
作
業
を

体
験
し
た
り
。
リ
ン
ゴ
の
先
生
で
あ

る
佐
藤
さ
ん
と
の
つ
な
が
り
を
通
し

て
、
地
城
と
の
関
り
を
深
め
た
り
し

て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

リ
ン
ゴ
の
品
種
は
茜
。
こ
れ
か
ら

秋
の
収
穫
ま
で
に
は
、
虫
や
病
気
、

農業から

学ぶこと
小学生が農作業を体験
国見町は農業を基幹産業とする町で

すが、農家 の子どもでさえ、田 畑へ行

くこ とが少なくなったといわれます。

各小学校では、授業に農業体験を取り

入れ。町の 産業や自然、人々と のかか

わり を深めて、地域の一員としての自

覚を高めていきたいと考えてい ます。

農作業を 通して得る多く のことを、

大切にしていきたいとし ていま す。



か
ら
田
植
え
の
指
導
を
受
け
た
後
、

歓
声
を
あ
げ
な
が
ら
裸
足
で
田
ん
ぼ

に
入
り
ま
し
た
。
米
ど
こ
ろ
の
森
汀

野
地
区
で
も
、
最
近
で
は
機
械
化
の

た
め
。
手
で
苗
を
植
え
る
機
会
は
ほ

と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。

学
校
前
の
八
巻
定
男
さ
ん
の
水
田

約
２
ア
ー
ル
が
学
習
用
ご
っ
る
ち
米

と
も
ち
米
の
苗
を
植
え
、
こ
れ
か
ら
、

田
の
草
取
り
や
稲
刈
り
な
ど
、
｀
囗
な

が
ら
の
農
法
を
学
習
し
、
秋
に
は
収

穫
祭
を
行
う
予
定
で
す
。
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
、
お
祖
父
さ
ん
。
お
祖
心

さ
ん
の
苦
労
が
分
か
り
、
家
族
を
思

い
、
地
域
を
愛
し
。
心
豊
か
に
成
長

す
る
と
い
う
、
大
き
な
収
穫
を
ね
ら

っ
た
学
習
で
も
あ
り
ま
す
。

さなぶりの

集い

小 坂 小 学 校

研
究
の
成
果
を
発
表
す
る
子
ど
も
た
ち

川
植

え
が
終

わ
り
ａ

作

業
が

．
段

落

し
た

こ
と
を

祝
う

、『
さ
な

ぷ
り
の

集

い
』

が
、
五

月

．
．卜
五

日
小

坂
小

学

校
で

開
か

れ
．
こ

れ
ま

で
の

作
業

を

振

り

返

り
、

お
匪

話

に

な

っ

た

方

々
を

招
い
て

会
食

を
楽

し
み

ま
し

た
．、
児
童

代
表

武
川

忍
君
（
六
年

生

）

の

『
み

ん
な
で

協
力

し
て

、
今

年
も

お

コ

メ

を

い

っ
ぱ

い
取

り

ま

し

よ

う

ご

と
の

こ
と

ば
の

あ
と
、
八
島
肖

一
校

艮

か
ら
さ

な

ぶ
り
の

由
来

に
つ

い
て
話

が
あ
り

ま
し

た
．

二
年

・
四

年

廴
（

年

生
が

田
植

え
の

感
恕

や
こ

れ

ま
で

の
研
究

成
果

を
（

キ
（

キ
と

発
表

し

た
後
、

苗
を

提
供

し
て

く
れ

た
熊
坂
正
一
さ
ん
（
内
谷

束
）
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

で
は
、
苗
作
り
の
話
が
あ

り
ま
し
た
。

小
坂
小
で
は
、
水
田
は

斎
藤
實
さ
ん
（
小
坂
）
よ

り
借
り
、
山
起
こ
し
や
代

か
き
は
高
学
年
生
が
受
持

ち
、
Ｐ

Ｔ

八
水

稲
部

の

方
々
の
協
力
に
よ
り
。
五
月
卜
六
日

川
植
え
を
し
ま
し
た
。
令
校
生
が

。

年
か
ら
六
年
ま
で
の
縦
割
り
で
班
を

作
り
、
鳥
学
年
の
お
兄
さ
ん
、
お
姉

さ
ん
が
、
苗
の
航
え
方
を
低
学
年
乍

へ
教
え
な
が
ら
の
作
業
で
す
。
連
帯

し
た
活
動
に
よ
り
自
主
・
自
発
・
協

力
と
い
う
社
会
性
を
高
め
る
こ
と
が

そ
の
ね
ら
い
で
す
。

秋
に
は
み
ん
な
で
稲
刈
り
を
し
。

杭
が
え
し
、
脱
穀
そ
し
て
籾
摺
り
と
、

。
連
の
米
作
り
を
火
習
し
て
い
き
ま

す
。
収
穫
し
た
お
米
は
交
流
校
の
静

閥
県
叫
気
質
小
学
校
の
友
だ
ち
に
も

送
る
と
の
こ
と
で
す
。

熊坂正一さんへのインタビュー

風
な
ど
の
対
策
．
水
や
驤
刈
な
ど
の

竹
理
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
発
生
し

ま
す
、
こ
れ
ら
の
作
巣
は
佐
藤
さ
ん

に
お
噸
い
し
な
が
ら
．
児
嗔
は
収
穫

ま
で
の
過
程
や
、
職
培
の
難
し
さ
、

仕
嘔
の
人
変
さ
も
体
験
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
．

「
リ
ン
ゴ
を
青
て
る
体
験
を
通
し

て
、
収
種
の
喜
び
や
農
家
の
人
や
家

族
へ
の
思
い
を
、
自
分
な
り
に
感
じ

取
れ
る
よ
う
に
で
き
れ
ば
」
と
担
任

の
先
生
は
話
し
て
い
ま
す
。

日
々
の
生
活
で
成
長
を
見
守
る

大
枝
小
学
校

組
介
な
人
枝
小
学
校
で
は
、
校
庭

の
一
角
を
利
川
し
て
。
各
学
年
毎
に

キ
ュ
ウ
リ
や
ミ
ニ
ト
マ
ト
、
ジ
ャ
ガ

イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
す
。
朝

授
業
の
前
や
休
憩
時
問
に
、
水
を
や

り
、
除
草
し
て
世
話
を
し
ま
す
。
生

活
科
や
理
科
の
教
材
と
し
も
活
用
し
、

観
察
し
て
い
ま
す
。

五
年
生
は
、
六
月
一
一
目
に
サ
ツ
マ

イ
モ
の
曲
を
植
え
ま
し
た
。
シ
ョ
ベ

ル
や
ス
コ
ッ
プ
で
苗
床
を
造
り
、
ビ

ニ
ー
ル
で
覆
っ
て
準
備
を
し
ま
し
た
。

苗
約
百
五
十
本
は
、
Ｊ
Ａ
伊
達
み
ら

い
さ
ん
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。
秋

に
開
催
さ
れ
る
、
児
童
会
ｔ

催
の
収

穫
祭
で
、
令
校
生
へ
振
舞
う
た
め
一

生
懸
命
育
て
ま
す
。

児
童
み
ず
か
ら
栽
培
す
る
こ
と
に

よ
り
。
自
然
を
愛
す
る
心
と
、
豊
か

な
情
操
を
培
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

校
庭
に
栽
培
し
て
い
る
た
め
、
子
ど

も
た
ち
は
、
口
々
の
生
活
の
中
で
、

成
長
を
喜
び
、
栽
培
の
難
し
さ
を
火

感
し
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち
も
共
に

成
長
し
て
い
き
ま
す
。

サ
ツ
マ
イ
モ
の
世
話
を
す
る
大
枝
小
の

子
ど
も
た
ち



５月の

グ
ラ ビ ア

老
人

ク
ラ
ブ

連
合
会
総
会

成 12年r宮の国見田1老人クラブ連合会総会及び周女信

齠総会が.5 月23 日 観月台文化センターにおいて需舊

されました｡松鴻金一会拠が｢老人橸祉の韋蓼呀を互

いに認媽し.積極的な活動を展騙しよう.｣と述べ．

佐藤イクヨ女竹部萇もあいさつしました.！:内に

は19団体449 名からなる老人クラブ があり.違

合会では.・ 煢会や各嵋翻修.女飽葡は球技大会

や反疉訪問活動など.各団体間の交流を積極

的に展開していま１． お
お
き
な
サ
ツ
マ
イ
モ

に
な
１

れ

倆田保育圃の園児と，桑折网紹風瀰のおじいちゃん，

おぱあちりんたちが一帖になって。サツマイモの邑を碵

えました。５月31R ，緑風園内にある約５アール程のふ

れあいｇ囹において行われたもので。例年，交流会と顫

し剛催されているもので１ ．宍戸岑‥緑風ll長から「秋
には大きく丸々となったおイモができるように｡」とのあ

いさつの後。同風匝のお始さん遠から ，クイズを織り交

ぜ，植え方を教わりまし た。圃児とおじい５ ．んたちは

手を取り合って仲良く畑に向かい｡ 苗に「大きくな一れ」

と話し揖けながら，植え込み，水をかけまし た。秋の収

稠よではお年寄りの力Iがｉ 人れをし てく夕1深１ ．

基
本
健
康
診
査
実
施

句の郤本健康診査が，５月15日～26日までのμ

べ10日間にわたり.旬内３個剛iで実施されました..

勤め先などで受診するｕ外の約3. 人が対霞で．

そのうち2.5 圓人が健診をうけ ，受診團は.66.4 %

（昨年は64.4％;･という結與て･１．今年から．目1

炎と前立輝がんの倹診が希望１に追がlされ．また．

例年同哨に結核検診と嬾人の健ｌ 診蠱も行われて

います．年に一度はこれらの健璢診膏を受け．病

気の９ 期発見．９期治喃に心がり ．｜目分の健康

は自分で守る」ために役立ててください.．

{森江野小

小坂小大木戸小

運
動

会
日頃の 鮫習 の成 果を発

掃し ，僭後 までし っかり

と 逞リぬ き ます， 思い出

涅 いひと コマ を心:こ刻 み

まし た 。ll晨紙は１ 田 小 ，

紺 合立大 枝小字 覩lぷ秋の

翻 億予定 で 覃ご



活用ください高齢者の

知識

経験
技術

を！

契 約 額の推 移( 千円)

平成８年度

平成９年度

平成10年度

平成ｎ 年度

仕事 の発注は 国見町シ ルバー人材セ ンター(  585 ｰ 3045 )へ連絡く ださ い。

シルバー人材センター岨製

竹炭をご利用 ください、

価

格

飲用・炊皈用6(X)円
お風呂用　1.(XX)円
健康枕　　8. 円

就
労
の
場
の
開
拓
に
向
け

シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
総
会

（
社
）国
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
第
瓦
川

通
常
総
会
は
で
五
川
二
十
九
口
観
月
台
文
化
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。。

安
達
要
造
理
嘔
艮
は

「
関
係
機
関
や
会

貫
み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
喫
約
金
額
は

．ｈ
１
万
円
近
い
実
績
と
な
り
ま
し
た
。
今

後
と
も
就
労
の
場
の
開
拓
と
。
働
き
や
す

い
体
制
づ
く
り
を
叫
っ
て
参
り
た
い
ご
と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。。

ま
た
、
来
賓
と
し
て
出
席
し
た
冨
永
町

長
も
『
み
な
さ
ん
の
豊
富
な
経
験
と
技
術

を
乍
か
し
て
く
だ
さ
い
ご
と
述
べ
、
佐
藤

議
会
廠
長
ら
も
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

総
会
で
は
本
年
度
の
叺
Ｅ
業
計
画
と
し

て
。
匁
、季
就
労
対
策
と
し
て
昨
年
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た
、
竹
炭
の
製
作
や
山

菜
「
こ
ご
み
。
ウ
ル
イ
」
の
栽
培
の
継

続
、
及
び
就
業
先
の
開
拓
な
ど
を
決
定

し
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
働
く

こ
と
を
通
じ
て
、
礼
会
参
加
と
生
き
が

い
の
充
火
を
川
指
し
．
Ｊｔ
成
七
年
に
没

血
、
割
安
な
こ
と
や
什
咀
Ｅ
ぷ
り
も
好
岬

で
、
年
々
喫
約
件
数
も
増
加
し
て
い
ま

す
。
セ
ン
タ
ー
で
は
「
皆
さ
ん
か
ら
の

碵
極
的
な
ご
川
命
を
ご
と
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

衆
議
院
議
員
総
選
挙

最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査

６

月
2
5
日
（
日

）

午

前
７

時

か

ら

午

後
８

時

ま
で

2
1匱

紀
へ

の
架

け
橋
と

な

る
こ
の

総
選
挙

、

棄
権

し
な

い
で

投
票
し

ま
し

よ
う
。

○
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
２
票
制
で
す
。

・
小
選
挙
区
選
挙
は
、
投
票
用
紙
に
候
補
者
名
を
記
敏
し
ま
す
。

・
比
例
代
表
選
挙
は
、
投
票
用
紙
に
名
簿
届
出
政
党
等
の
名
称
を

記
載
し
ま
す
。

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
は
記
号
式
で
す
。

・
投
票
用
紙
に
記
載
さ
れ
た
各
裁
判
官
の
氏
名
の
上
の
欄
に
、
罷

免
し
た
い
と
思
う
裁
判
官
に
つ
い
て
は
×
の
記
号
を
記
載
し
ま

す
。

○
転
入
さ
れ
た
方
は

・
今
年
の
３
月
1
3日
以
降
に
当
町
へ
転
入
さ
れ
た
方
は
、
以
前
住

ん
で

い
た
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
は
お
早
め
に

投
票
日
当
日
、
予
定
の
あ
る
方
は
不
在
者
投
票
を
し
て
く
だ

さ
い
。
不
在
者
投
票
は
、
投
票
日
の
前
日
ま
で
毎
日
午
前
８
時
3
0

分
か
ら
午
後
８
時
ま
で
町
選
挙
管
理
委
員
会
で
受
け
付
け
て

い
ま
す
。
入
鳩
券
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

国
見
町
選
挙
管
理
委
員
会



保健だより

禪甸植祉耳l 輝偉●●jS,ｉ(９ ５)‘27 申

子宮がん検診を
受けましょう!

30歳以上の女性を対象に子宮がん検診を行います。

＊受 診対象者 には、後日受 診票およびハガキで個

別に通知しま す。

期　間　７月３日 から ９月 ８日

(但し、８月14日～20日除く)

場　 所　公立藤田 総合病 院　婦人科外来

育　児　教　室

骸　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成12 年１月～２月生まれの乳児 �８月３日（木） � 午後１眄30分～２時 �
観月台文化センター

第１和室

【内容】 身長と体重の測定、離乳食。予防接種などについてのお話です。

★母子手帳を忘れずに！

乳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 畤　問 � 会　　 場

・３か月児（平成12年４月生まれ）

・９か月児（平成ｎ年10月生まれ） �
８月31日（木） � 午後１眄30分～２眄 � 観

月台文化センター

第１和室

1健診内容】 医師の指導、身長と体重の測定、調乳、離乳、予防接種などについて。

★母子手帳を忘れずに！

３　歳　児　健　診

該　 当　 乳　 児 � 実 施　日 � 受 付 時 間 � 会　　 場

平成９年２月～４月生まれの幼児 �Ｂ月22日（火） � 午後１時15分～１時45分 �
観月台文化センター

大研修室

【健診内容】 内科と陶科の医師の診察、生活保健指導、視力・聴力検査などを実施します。

★母子手帳を忘れずに！該当者には後日 健診票等を郵送します。

不明な点は、

保健福祉課健康増違係まで。

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の

集
団
予
防
接
種
の

見
合
わ
せ
に
つ
い
て

ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
後
、

因
果
関
係
は
不
明
で
す
が
、
２
症
例

の
健
康
被
害
の
疑
い
が
発
生
し
た
件

で
、
国
見
町
に
お
い
て
も
県
の
指
示

に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
実
施
予
定
し
て

お
り
ま
し
た
７
月
６
囗
、
７
日
の
ポ

リ
オ
の
災
団
予
防
接
種
を
秋
以
降
ま

で
兄
合
わ
せ

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し

た
。尚

、
1
0月
５
Ｈ
、
６
日
の
ポ
リ
オ

の
集
団
予
防
接
種
に
つ
い
て
も
県
の

指
示
の
も
と
対
応
し
て
い
く
こ
と
と

な
り
ま
す
の
で
、
明
確
に
な
り
次
第

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。



インフォメーション

募
　
集

国
見
町
職
員

夭

学

卒

程

度
・
保

健

婦
（
士

）
）

国

見

町

で

は

、

次

に

よ

リ

平

成

十

三

年

度

に

探

川

す

る

職

員

を

雅

雄

し

ま

す

。

▼

受

験

資

格

◇

一

般

事

務

｛

大

字

卒

程

度

｝
・
：

昭

和

五

十

一

年

円

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

四

年

四

月

一

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

者

で

、

大

学

を

卒

業

ま

た

は

平

成

十

三

年

三

月

ま

で

に

卒

業

見

込

み

の

者

◇

保

健

婦

（

士

）

…

昭

和

五

卜

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

ｔ

五

年

四

月

一

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

者

で

、

保

健

婦

（

士

）

の

国

家

試

験

免

許

を

有

す

る

ま

た

は

、

平

成

十

三

年

三

月

ま

で

に

取

得

見

込

み

の

者

▼

申

込

み

期

限

：

亠
（

月

三

十

日

（

郵

送

の

場

合

は

六

月

二

十

八

日

消

印

分

ま

で

受

付

）

▼

一

次

賦

験

日

・
・
ｉ

七

月

三

卜

日

▼

二

次

試

験

日

・
；

一

次

試

験

合

倫

者

に

通

知

▼

申

込

用

紙

の

請

求

…

申

込

川

紙

は

総

務

課

で

交

付

し

ま

す

。

郵

便

で

請

求

す

る

場

合

は

、

閥

い

合

わ

せ

る

こ

と

▼

申

込

方

法

；

’
◇

申

込

用

紙

に

必

要

嘔

項

を

記

入

し

、

総

務

課

に

提

出

す

る

こ

と

◇

郵

送

も

可

能

★

問

い

合

わ

せ

総

務

課

庶

務

係

｀
‘（
５

８

５

）
２

１
－

２

給
食
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

国
見
町
で
は
。
本
年

八
月
か

ら
の
学
校
給
食
の
実
施

に
向
け
。

給
食
調
理
に
従
嘔
す
る
臨
時
職

員
を
若
干
名
募
集
し
ま
す
。

応
募
資
格
は
四
兄
町
に
住
所

を
町
す

る
十

八
歳
以
上
の
方
で

す
。
応
募
方
法
や
勤
務
条
件
等

に
つ
い
て
は
、
か
い
ら
ん
、
ま

た
は
広
報
五
月
号
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
左
紀
へ
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。
尚

。
申
込
み
期
限

は
六
月
三
十
日
ま
で
で
す
。

★
問
い
合

わ
せ

教
育
委
八
会
学
校
教
育
課

（
国
見
町
役
場
二
階
）

公
（
５
８
５

）
2
8
9
2

公
立
藤
田
病
院
組
合

職

員
（
大
学
卒
程
度
）

公
立
藤
田
病
院
組
合
で
は
、

平
成
十
三
年
虞
に
採
用
す
る
一

般
嘔
務
職
員
を
若
干
名
夢
集
し

ま
す
。

受
験
資
格

や
応
募
方
法
は
広

報
五
月
号
を
ご
覧

い
た
だ
く
か

左
記
へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

尚
。
申
込
み
期
限
は
六
月
三
十

日
ま
で
で
す
。

★
問
い
合
わ
せ

公
立
藤
Ⅲ
総
合
病
院
総
務
課

ｇ
（
５
８
５

）
2
1
2
1

福
島
県
職
員

【

短

大

・

高

校

卒

程

度

】

▼

受

験

資

格

◇

短

大

卒

程

度

・
：

職

種

に

よ

っ

て

異

な

る

の

で

問

い

合

わ

せ

の

こ

と

◇

高

校

卒

程

度
・
：

昭

和

五

十

四

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

八

年

四

月

。
日

ま

で

に

生

ま

れ

た

者

。

学

歴

は

不

悶

。
職

種

に

つ

い

て

は

‘
般

・

学

校

・

驚

察

嘔

務

及

び

そ

の

他

の

職

種

が

あ

り

詳

細

は

問

い

合

わ

せ

の

こ

と

▼

受

付

期

間

・
；

八

月

匕

凵

～

八

月

二

十

九

日

▼

一

次

試

験

日

…

九

月

二
1
‐

四

日

【

市

町

村

立

学

校

栄

養

職

員

・

短

大

卒

程

度

】

▼

受

験

資

格

…

昭

和

四
1
.

八

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

十

六

年

四

月

。
日

ま

で

に

生

ま

れ

た

者

で

、

栄

養

士

の

免

許

を

有

す

る

者

又

は

収

得

見

込

み

の

者

▼

受

付

期

間

・

一

次

試

験

日

は

【
短

人

・

高

校

卒

程

度

】

と

同

じ

【

讐

県

官

Ｂ
（

男

性

・
女

性

）
】
▼

受

験

資

格

…

昭

和

四

ｔ

六

年

四

月

二

日

か

ら

昭

和

五

卜

八

年

四

月

一

日

ま

で

に

生

ま

れ

た

者

で

。

警

察

・

婦

人

驚

官

Ａ

（

大

学

卒

災

柁

度

）

の

受

験

資

格

を

有

し

な

い

者

▼

受

付

期

閥

・
：

七

月

二

十

四

日

～

八

月

Ｐ

五

日

▼

一

次

試

験

日

：
一
九

月

卜

七

日

★

問

い

合

わ

せ

福

島

県

人

嘔

委

貝

会

ｇ

（

５

２

１

）
7
5
8

８

くにみの

民話かる

た

まち再発

見

こ
の
話
は
石
母
田
で
聞
い

た
嫁
い
び
り
の
話

む
か
し
、
石
母
田
に
大
層

な
分
限
者
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
な
に
せ
土
蔵
倉
が
四
十

八
も
皀
ち
並
び
、
酒
も
造
っ

て
い
る
と
い
う
大
金
持
ち
。

あ
る
時
そ
こ
の
跡
取
り
息
子

に
嫁
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
、

あ
る
地
区
か
ら
可
愛
ら
し
い

娘
を
嫁
に
貰
っ
た
そ
う
で
す
。

と
こ
ろ
が
。
姑
に
は
そ
の
娘

が
こ
と
ご
と
く
気
に
入
ら
な

い
。
息
子
と
仲
良
い
の
も
余

計
に
憎
ら
し

い
。
家
風
に
合

わ
な
い
と
背
い
立
て
て
は
戒

め
て
い
た
の
だ
そ
う
で
す
が
、

と
う
と
う
あ
る
夏
の
こ
と
。

息
子
が
用
事
で
一
晩
留
守
を

す
る
の
を
参
い
に
、
嫁
を
『
さ

ん
ざ
え
も
ん
』
と
い
う
門
に

縛
り
付
け
て
そ
の
ま
ま
に
し

て
■
い
た
そ
う
で
す
。

さ
て
、
朝
早
く
急
い
で
息

子
が
帰
っ
て
く
る
と
、
何
や

ら
門
の
的
に
子
牛
ほ
ど
の
亦

黒
い
も
の
が
あ
る
。
よ
く
兄

る
と
何
と
そ
れ
は
蚊
柱
に
覆

わ
れ
た
わ
が
妻
の
無
残
な
死

骸
で
あ
っ
た
と
い
う
の
で
す
。

蚊
柱
と
は
、
血
を
吸
っ
た

蚊
の
上
に
違
う
蚊
が
と
ま
り

そ
の
血
を
吸
い
、
そ
し
て
柱

状
に
な
る
様
子
で
、
今
で
は

全
く
の
死
語
で
す
が
、
こ
の

話
は
頗
り
つ
が
れ
、
そ
の
嫁

の
た
た
り
で
。
石
毋
田
と
こ

の
地
区
の
縁
組
は
不
調
に
終

る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
分
限
者
の
家
は
滅

ん
で
し
ま
い
、
今
で
は
こ
の

地
区
間
の
結
婚
も
円
満
に
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

縁
組
は

た
た

り
で
こ

わ

れ

嫁
の
血
蚊
柱



国
家
公
務
員

採

用

試

験

人
串
院
で
は
、
国
家
公

務
員

採
用
ｍ

棧
試
験
（
鳥
校
卒
業
程

度
）
の
募
奥
を
行
い
ま
す
。

【
Ⅲ
種
賦
験
】

▼
受
付
期
間
；
ｆ

六
月
二
十
一
日
（
水
）
か
ら
二

十
八
日
（
水
）
ま
で

▼
職
種
◇

行
政
◇
郵
政
◇
税
務

▼
一
次
試

験
日
・：
九
月
三
日
（
日
）

★
こ
の
他

に
入
国
驚
術
官
や
刑

務
官
等
の
試
験
も
実
施
さ
れ
ま

す
。
受
験
資
格
の
詳
し
い
内
容

や
資
料
甜
求
に
つ
い
て
は
問
い

合
わ
せ
Ｆ
さ
い
。

人
嘔
院
東
北
事
務
局
第
二
課

｀
1
0
2
2（
２
２
１

）２
0
2
2

女
性
の
技
術
講
習
会

－
パ
ソ
コ
ン
初
級
－

「
再
就
職
を

考
え
て

い
る
も

の

の
資
格

が
何

も
な

く
て

不

安
」
と
い
う
女
性
を
対
象
に
．

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
を
閥
催
し
ま

す
．

▼
科
目
・：
パ
ソ
コ
ン
初
級

▼
内
容
・：
パ
ソ
コ

ン
ワ
ー
プ
ロ

部
門
三
級
合
格
を
目
指
し
ま
す

▼
期
間
…
平
成
十
二
年
匕
月
こ

ト

ー
日
か
ら
八
月
一
．一十
四
凵
ま

で
の
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま
で

▼
時
間
・：
午
前
九
時
三
十
分
か

ら
午

後
三
時
三
卜
分
ま
で

▼
会

場
・：
県
女
性
就
業
援
助
セ

ン
タ

ー
研

修
室
（
県
庁
朿
分
庁
舎
内
）

▼
定
員
・・
‘
こ
十
人
（
就
載
希
望

の

女

性

で

全

期

間

出

席

で

き

る

方

）

▼

受

講

料

…

無

料

▼

申

し

込

み

方

法

◇

期

日
・
：

七

月

五

日

（

水

）

～

六

日

（

木

）

◇

時

閥

・
・
・
午

前

九

冊

か

ら

午

後

四

時

ま

で

◇

場

所

…

扱

助

セ

ン

タ

ー

へ

来

所

。

巾

し

込

み

多

敗

の

場

合

は

抽

塲

★

問

い

合

わ

せ

女

性

就

業

扱

助

セ

ン

タ

ー

｀
‘（

５

２

１

）
7
7
4
0

県
川
柳
賞

作
品

募

集

地
方
文
化
の
地
展
と
木
県
川

柳
文
化
の
振

興
の

た
め
、
県
川

柳
連
盟
な
ど
が
主
髄
す
る
、
第

二
十
回
柵
励
県
川
柳
賞
へ
の
作

品
を
募
集
し
ま
す
。

募
繋
部
門
及
び
規
格
・：
◇
一

般
（
五
十
句
を
集
録
し
た
原
稿

作
品
）
跨
少
年

（
二
十
句
を
災

録
）
◇
小
学
生
（
お
卜
句
を
災
録
）

▼
応
募
資
格
…
県
内
に
在
住
者

▼
応
募
方
法
：
’原
稿
川
紙
に
縦

卉
き
楷
お
い
で
畫
き
、
表
紙
に
応

募
部
門
、
作
品
衣

題
、
氏
名
を

明
記
、
い
ず
れ
も
振

り
仮
名
を

つ
け
、
ド
記
へ
送
付
の
こ
と
。

騨
し
く
は
問
い
合
わ
せ
の
こ
と
。

▼
締
め
切
り
・：
七
月
一
こ
十
一
日

★
送
付
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
９
６
０
‐
8
6
0
2

福
島

民
報
社
編
集
局
文
化
郎

『
県
川

柳
賞
係
Ｊｇ

（
５
３
１
）
４
1

４
1

ll  第 一 日 0  ｰ  ｰ  修 農 料

うつくしま未来博

心に残る四季､ 未来 に伝えるうつくしま

｢水のある風景｣フォトコンテスト

福島県内の四季折々の「水のある風震」や「水を觜景にした籌ら

６１を場影した写真で、耒発覆の作品をお寄せください．
・応募期限 平成12年ｎ月30日まで

・応募・問い合わせ先
｢水のある饂厩｣ フォトコンテスト事務局
〒ｓo－ａ〕74 棍易市西中央５丁目 番 4 号

興新柵島ピルI F TEL&FAX526  ｰ 6

県民 花畑(仮)参加者＆ネーミ ング募集

未来膊会場地に昔からあった棚田を利用し、県民参加による花畑

を作ることになりました。畑を耕し、棔を搨き、肥料をやってきれ
いな花を咲かせ、未来博来場潛の心を和ませるプログラムです。園

人・グループ・団体･‥どなたでも参加できます。
また、「県民花畑」は仮の名称です、果来博にピッタリのネーミ

ングを考えてください、
各々、ご瓜男をおまちしています。

・応募期限 平成12年９月ｌ}日
・応募・問い合わせ先

うつくしま未来博協会 総務部県民参加推進煙
〒9a)－ｓ70 桐鳥県庁内
TEL 1  ｰ 9   FAX 521 －9799

｢エ コフ アミリー ハウス｣作品 募集

未来博で、人と目然、人と地球の新しい 関係を提案する「エコフ

アミリ ーバーク」内に建般される、エコフアミリーハウスの＜アイ
ディア＞と＜設計＞を募集します.
「環境共生住宅」という既成畷念の殼を破る．独創的な作品をお

寄せください．

耆廊募の畔喞ま国見町うつくしま未来博坩書協慶会（事務局 役場

企諞龕工毘 吶585 －2927））にお間い合わせください．

自 衛 官 募 集
〈高校卒業程度〉

募 集 種 目 ��資　　格 �
賢 付
斯 間

２等釐・淘・空士 �

男子 �　la瘢以上27嫩未満の方 �随 時

�女子�　18廐以上27燉未満の方 �８／
７から

９／８

詈 儀　楫　士 ��　18癨以上27康未満の方 �
８／７から
９／８

一般曹餓楠掌生 ��　18癨以上27癨未凋の方 �
８／７から
９／８

着　躊 学　生 ��高卒（見込〉22康未満の方 �9/14から
10 /  ー3

航 空 学 生 ��高卒（見込）22康未満の方 �B/7から9/e

●お問い合わせ

自衛隊福鳥募集案内 ？?ち 45 ｰ 7995

役 場　住 民 課 ７?585－2115

西
分
署
だ
よ
り

こ

ん

な

と

き

あ
な

た

何

を

し

ま

す

か

急
に
人
が
息
糞
を
火
っ
た
り
、
眼
に
は
ね
ら
れ
た
畤
、
あ

な
た
は
何
を
し
ま
す
か
．

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
時
閥
が
、
傷
病
行
が
假
症
で

あ
れ
ば
あ
る
程
．
傷
病
者
の
予
後
に
大
き
く
影
響
し
ま
す
．

次
の
手
順
で
応
急
処
置
を
し
ま
し
よ
う
．

１

意
識
を
漓
べ
る
（
声
を
か
け
反
応
を
み
る
．
）

２
　

口
の
中
を
膺
べ
る
（
傷
病
行
の
口
を
聞
け
異
物
が
な
い

か
調
べ
．
あ
れ
ば
以
り
除
く
）

３

気
迫
確
傑
｛
顎
先
を
持
ち
上
げ
気
道
を
確
保
す
る
Ｊ

４

呼
吸
を
調
べ
．
吐
く
忠
や
呼
吸
の
音
が
な
け
れ
ば
、
人

工
呼
吸
を
行
う
．

５

脈
拍
を
爾
べ
．
脈
音
が
な
け
れ
ば
心
肺
蘇
生
（
人
口
呼

吸
と
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
）
を
行
う
．

こ
れ
ら
の
こ
と
一
人
で
行
う
こ
と
は
困
餓
で
す
．
大
声
で

助
け
を
呼
び
．
周
囲
の
協
力
に
よ

り
、
冷
静
に
対
処
く
だ
さ

い
．
あ
な
た
の
勇
気
あ
る
行
動
が
傷
病
者
の
命
を
敦
い
ま
す
．

伊
達
地
方
消
防
組
合
西
分
署

讐
5
8
7
3
1
9
0



お
知
ら
せ

事
巣
主
の
み
な
氛
Ｉ
ヘ

求
人
の
お
願
い

平

成

十

三

年

三

月

高

等

学

校

卒

栗

者

の

求

人

申

込

の

受

理

は

六

月

｝
。
‐
1
.

‐

日

か

ら

、

探

用

選

考

は

九

月

ｔ

六

口

か

ら

開

始

さ

れ

ま

す

。

未

知

な

る

豐

か

な

才

能

を

秘

め

た

若

い

人

材

確

保

の

た

め

、

求

人

申

し

込

を

お

噸

い

し

ま

す

。

ま

た

、
求

人

申

し

込

み

呼

用
・

（

ロ

ー

ラ

イ

ン

を

開

設

し

ま

し

た

の

で

、

求

人

の

申

し

込

み

の

時

に

を

気

軽

に

利

川

く

だ

さ

い

。

★

ハ

ロ

ー

ラ

イ

ン

福

鳥

公

共

職

業

安

定

所

フ

リ

ー

ダ

イ

ヤ

ル

0
1
2
0

‐
8
8
0
1
1
9

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

（

特

設

人

権

相

談

所

開

設

）

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
助

」
強
調
月
間
で
す
。

毎
日
の
生
活
の
な
か
で
、
ふ

く
ら
ん
で
い
く
悩
み
を
、
ひ

と

り
で
か
か
え
な

い
で
、
特
設
人

権
相
談
所
に
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
む
ず
か

し

い
手
続
き

も
い
り
ま
せ
ん
、

（
特
設
人
橋
相
談
所
）

日
時
・
；
七
月
十
二
口

（
水

）
午

前
Ｆ
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

場
所
…
国
見
町
吸
月
台
文
化
セ

ン
タ
ー

★
問
い
合
わ
せ

福
島
地
方
法
務
局

福
島
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

ｇ
（
５
３
４
Ｔ
1
1
1

東
北
電
力
か
ら

お
害
様
窓
口
の
変
更
に
つ
い
て

東
北
電
力
で
は
、
ｆ
成
ｔ

弌

年

八
月
一
日
よ
り
、
梁
川
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
閉
店
し
．
福

島
営
業
所
に
お
客
様
窓
口
を
変

更

さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
．

つ
き
ま
し
て
は
、
梁
川
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
行
つ
て
ま

い

り
ま
し
た
業
務
に
つ
い
て
は
、

柵
島
営
業
所
で
承
り
ま
す
の
で

よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し

ま
す
．

今
後
と
も
地
峨
の
皆
様
か
ら

親
し
ま
れ
る
企
業
と
し
て
、
よ

り

．
層
の
お
富
様
サ
ー
ビ
ス
に

男
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
．
引

き
続
き
お
引
き
立
て

い
た
だ
き

ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
顛
い
巾

し
ｔ

げ
ま
す
．

八
月
一
目
か
ら
の
新
し
い
お

客
さ
ま
窓
口
は
．

東
北
．電
力
柵
冊
営
業
所

福
鳥
市
置
叫
町
二
番
三
卜
五
号

昔
５
２
２
－
2
1
6
1

松
く

い
虫

防

除

松
く
い
虫

に
よ
る
被
害
が
増

え
て
い
ま
す
．
町
で
は
、
こ
の

被
害
を
防
ぐ
た
め
に
．
ヘ
リ
コ

プ
タ
ー
に
よ

る
薬
刑
散
巾
を
行

い
ま
す
．

▼
散
布
地
域
…
◇
石
母
Ⅲ
横
向
、

肱
田
、
霈
笹
ケ
入
周
辺
の
松
林

◇
泉
田
新
田
災

鵬
川
辺
の
松
林

▼
散
布
日

・
時
間
・：
◇
六
月
二

ト

ー
目
．
七
月

五
口
◇
石
母
田

地
区
・：
午
前
四
時
三
卜
分
ｙ
（

時
◇
泉
Ⅲ
新
川
地
区
・：
午
前
五

時
三
十
分
～
八
時
そ
卜
分

▼
お

願
い
…
◇
敗
布
日
や

散
布
時
間

は
．
天
候
に
よ
っ
て
変

わ
る
増

合
が
あ
り
ま
す
◇
敵
布
日
は
対

象
区
域
内
に
立
ち
入
ら
な
い
で

く
だ
さ
い
◇
水
品
森
線
、
阿
沖

賀
志
線
、
原
町
線
、
南
參
田
赤

坂
線
。
半
川
北
口
線
は
通
行
止

め
に
な
り
ま
す
。

★
問
い
合
わ
せ

農
林
課

農
林
振
興
係

啻
（
５
８
５

）
2
9
8
6

結
婚
お
め
で
と
う

（

世

孝

幸
ｊ

・

寺

島

笑

美
ｊｌ

江

北

）

誕

生

お

め

で

と

う

お
子

さ

ん
　
　

憚

讖

麌

久

似

川

千

吟

・
‘

和

宏

ぐ

い

せ

。
‘

（

恥
田

光

跚

）

小

察
優

香

、
’

‘

鴎

一

。
‘・
心

火

ｆ

。
Σ

鮴

１ ２

）

佐

滌
紀

余
乃

、
’

‘

矜
也

。
气

浩

戔

。Σ

川

内

）

一

旧
咲

蘭

、。
‘

将

男

’
‘
’食

美

子

。
Σ

只

田

）

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

玉

手

チ

ヨ

’
‘

８０
　
　

（
中

部

）

寺

島

長
太

郎

。
‘

９７
　
　

（
卵
1
0
）

佐

藤

ス

イ
ー
9
1
　
　

（
町

家

）

佐

藤

眞

理

子
、
“

４８
　

（
人

町

剛

）

佐

藤
　

茂
’

‘

４９
　
　

（
巾

祁

）

谷

沖

セ
ツ

ー

一`
　

（
大

木

戸

）

（
５

月
２０

日

届

出

分

ま

で

）

河川をきれいに！
７ 月は河川 愛 護月問 です 。

ふるさと の河 川を守る ため ，町内を流 れるj可川

を刔象に，クリーン アップ作 戦を展開し ます。

こ のクリ ーンアップ 作戦は, 全国一斉に行われ

るもので，河川敷に給てら れたごみや空き缶な

とを回収し たり，雛草木のﾒIIリ払いを行うもの

です。ご 協力をお願いし ます。

ク リ ー ン ア ップ 作戦 ７ 月 ２日（日 ）

;後日、畔し いこと をお 知ら せし ます。

r問い合わせ 建設課 維持管理 係

( 585 ) 29 ? 2

福島駅ﾊﾟｰｸ＆ライド専用駐車場

(無料サービス)

ＪＲ藤田駅で、東京以遠の新幹雄糖蜜Ｓ

往復券やパーク＆ライト対象商品（ジパン

グ吸楽留等）をご爾入いただきますと、襴

飃駅西口の専用駐車嶋（76台）が旅行出発

から帰瓏日まで無料でご利用になれます。

詳しくは。康田釈係員にお気軽におたずね

ください。

藤田駅窓口営巣眄閾

平日　６：印～11:10 12:40 ～18:20

休日　8:10 ～11 : 10 12で40～17:10
(但し、平日13:10 ～13:11 16:10 ～

16:40 は事翻処理のため窓口を閉めさせて

いただきますのでご了承ください.)

問い合わせ 顧田駅f1585 －2042

７月の心配ごと相談

５日啝･ 古川 蒻鵈八

石川さよ叩,4

14 日 ・久胃 裹,４

佐藤 広戔,4

2S日㈹ 人田　 勲,４

佐曲IE-fa4

●場所 役場(  2 ) 相

●畤胃 午 9 詩 一止午

人囗と世帯
人 口 ５ 月 １ 日 現 在

男　5.409 人8  )

夊　5  ,  833人(   ー23 )

ａｌ･ １１,２７８人(  ｰ  31)

出生 ６人　死亡 ７人
転入２６人 転出５６人

世 あ

3｡ｰ 52  世 を(  + 3 )



生 涯 学 習

つ う
し ん

国見町教育委員会生涯学習課

(観月台文化センター)

(  5 ) 2676 FAX ( 585 ) 2707

元
気
に
ス
タ
ー
ト

～

公

民

館

各

教

室

が

開

講
～

阿
津
賀
志
学
級

平
成
卜
二
年
度
阿
沖
霓
志
学
級
開

講
式
並
び
に
交
通
安
全
大
学
証
交
付

式
は
五
月
九
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
に
お
い
て
μ

七
卜
余
名

の
学
級
乍
が
出
席
し
、
盛
大
に
挙
行

さ
れ
ま
し
た
．
式
は
、
学
級
委
貫
艮

安
一

政
治
さ
ん
の
進
行
で
阿
沖
賀
心

学
級
の
歌
を
斉
哨
、
Ｍ
永
武
夫
町
長

の
学
級
史
を
紐
解
き
な
が
ら
の
激
励

の
こ
と
ぱ
．
次
い
で
．
新
学
級
生
十

八
名
を
代
衣
し
て
、
貿
藤
マ
サ
・
後

藤
稲
子
両
学
級
生
が
町
艮
か
ら
交
通

安
全
人
学
証
を
交
付
さ
れ
、
佐
藤
忠

美
町
議
会
議
長
と
大
沼
郎
敏
桑
折
警

察
響
艮
の
祝
辞
を
頂
き
、
安
全
と
嘔

故
の
絶
無
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

開
講
式
の
後
、
『
加
齢
と
健
康
』
と

題
し
て
公
冫
藤
田
総
入
‥
病
院
名
誉
院

艮
本
宿
尚
先
生
の
記
念
講
演
が
あ
り
、

楽
し
い
雰
囲
気
の
巾
に
鬯
富
な
資
料

と
具
体
例
を
も
と
に
竹
さ
ん
の
年
代

に
お
け
る
心
身
の
健
康
に
つ
い
て
聴

講
で
き
打
意
義
な
学
習
で
し
た
。

閉
謝
の
後
、
新
入
生
に
記
念
品
と

し
て
朝
顔
鉢
を
贈
り
ま
し
た
。
こ
れ

は
恒
例
の
朝
顔
艦
賞
会

一
八
爿
十
Ｈ

Ｉ
定
】
に
出
品
し
て
頂
く
た
め
の
も

の
で
す
。

瓦
月
現
在
総
学
級
生
こ
百
四
十
瓦

名
。
人
変
な
盛
況
で
す
。
学
習
内
容

は
、
令
体
会
と
し
て
講
演
・
実
技
・

旅
行
・
園
芸
等
、
ま
た
、
趣
味
の
四

グ
ル
ー
プ
学
習
の
講
座
を
加
え
る
と

年
川
四
卜
同
ほ
ど
が
開
設
さ
れ
ま
す
。

本
学
級
の
吏
な
る
充
火
と
発
展
の
た

め
に
ご
協
カ
ド
さ
い
。

子

育

て

教

室

今
年
度
の
『
子
介
て
叡
室
』
は
五

月
ト
ニ
囗
に
開
講
式
を
行
い
ま
し
た
。

古
田
教
育
艮
よ
り
、
幼
児
期
に
お

け
る
家
庭
教
育
の
重
要
性
と
ｆ
育
て

教
室
の
ね
ら
い
、
さ
ら
に
若
い
お
母

さ
ん
達
に
対
す
る
期
待
に
つ
い
て
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
次
に
保
育
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん
か
ら
自
己
紹
介
が

あ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
、
小
さ
な
目

を
人
き
く
閧
い
て
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
枚
室
生
を
代
表
し
て
高

隔
逆
子
さ
ん
か
ら
『
昨
年
は
。
学
習

を
通
し
て
講
師
の
先
生
方
に
必
気
づ

け
ら
れ
た
り
、
考
え
さ
せ
ら
れ
た
り

し
て
と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
今
年

も
ま
た
。
み
ん
な
と
楽
し
く
学
習
し
、

悩
み
を
話
し
合
い
な
が
ら
さ
ら
に
友

違
の
輪
を
広
め
て
い
き
ま
し
よ
う
ご

と
力
強
い
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

開
荊
式
に
続
い
て
、
サ
ー
ク
ル
エ

ブ
ロ
ン
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
人
形
劇

を
鑑
賞
し
ま
し
た
。
人
形
に
つ
ら
れ

て
歩
い
た
り
、
踊
っ
た
り
、
楽
し
い

。
時
を
過
ご
し
ま
し
べ

今
年
度
も

温
か
な
育
ち
合
い
の
場
を
日
ざ
し
て

活
助
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

行事のお知らせ
６ 月

16日（寸） 〈 にみ 女怐 敕ｔ〈手71 〉

18日（日） 孤 １回副l丈ハイキングぐ浄土平 〉

19日(月) 子ども侈勧図摺蝕〈融用小１坏〉
パソコン教窄:I.!11

20口【火】 阿潭賀志字鳩･氓人学級･くにみ女仁教童
合佃1学習公

子どtJ移動図塵館〈大木戸小〉
21 日〈水) 祠涼詢恚？咽〈恥韲.'11･〉

バソニ]ン敦亶.21
22日〈木〕 阿津賈志学梟屬〈和紙Tｒ茗働〉

子とも 多 動 興攤齡く霖汀謇f小)
ｘ3日(奩) 子町I（ 叡亨く稾しい料ly)

パソコン教亨③
２冫日(大) パソコン教室濱` ･1
28口(水) 阿淳冐志学嵋く1口紙ｒｘ･:3j)

〈 にみ女性教？〈ソフトバレーぶ一ル〉
パソー1ン叙官⑤

四 ﾖ  (  木 )  買 ､ 学級〈陶昏ｓ〉
日 (金) 〈 にみ女畦双室〈・ 芸〉　　　 ＿Ａ_

７ 月

４日（火） 子ども 移勧図倉腔く小坂小）

５円(水) 〈 にみ女竹教室〈ソフトバレーポール〉
子ども移動図書鉈〈人技小〉
ソフトバレーボール教室

６囗(木) 岡津肓忠学皿〈陶苔③〉

了ども移動２舞館〈森江野小〉
ノ曰(金) 阿津賀忠学級〈スポーツ民踊〉

成人学級〈文字取歩〉
８日(・) フール開き

少ft仲笥づくり教室
10日(月) 子ども楪勦図舞歟〈大木戸小〉
11日(火) 子齊で教亨〈幼児と松本〉

子ども移動Ｓ晝館(藤田小２拜〉
日 (水) 河津阿Ｘ学破〈椙玳工芸④〉

子ども移動図肓綰〈藤田小３年〉
ソフトバレーボール教室

13日(木) Ｍ津爾志学晒〈陶芸砺〉
14H(金) 〈 にみ女性教室〈丁芸〉

子ども捗動図自館〈藤田小１坏〉



成
人

学
級

平
成
卜
二
年
度
の
成
人
学
級
の
開

講
式
は
、
五
月
十
二
口
に
行
い
ま
し

た
。
古
田
教
青
艮
よ
り
学
級
の
ね
ら

い
と
本
年
度
の
努
力
參
項
を
含
め
て

ご
挨
拶
を
瓜
き
、
そ
の
後
、
学
習
計

画
・
内
容
と
学
習
を
進
め
る
上
で
の

留
意
事
項
の
説
明
を
聞
き
開
講
式
を

終
了
し
ま
し
た
。

開
講
式
終
了
後
。
第
一
回
学
習
会

と
し
て
。
四
月
に
大
木
戸
小
学
校
の

校
長
と
し
て
着
任
さ
れ
た
、
八
城
盛

先
乍
の
お
話
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

『
高
齢
化
に
向
け
て
の
心
構
え
』
と

い
う
演
題
の
中
で
高
齢
者
の
願
い
は
、

健
康
で
生
き
が
い
を
持
っ
て
。
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
送
り
た
い
と
考
え
て

い
る
方
が
多

い
、
そ
の
た
め
に
は
、

自
分
の
生
き
が
い
を
見
つ
け
る
こ
と

が
大
切
で
あ
り
、
で
き
れ
ば
そ
れ
を

地
域
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
い
う
趣

旨
の
話
を
頂
き
ま
し
た
。

学
習
会
終
了
後
。
学
級
懇
談
会
を

も
ち
、
学
級
の
委
貝
の
方
々
を
選
出

し
て
終
了
い
た
し
ま
し
た
。

毎
年
、
年
度
末
に
次
年
度
の
希
望

と
し
て
も
う
少
し
男
の
方
が
入
級
し

て
く
れ
た
ら
な
あ
と
思
っ
て
お
り
ま

し
た
が
、
そ
れ
が
今
年
は
新
た
に
五

人
の
方
に
お
入
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

学
級
の
中
に
。
新
し
い
雰
囲
気
が

生
ま
れ
、
そ
れ
が
学
習
へ
の
取
糾
み

に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と
信
じ
て
い
ま

す
。

鈴

木

郁
了

さ

ん

が

永
年
勤
続
表
彰

～

北
日

本
図

書
館
大

会
～

第
五
ｔ
『

岡

北
日
本
図
書
館

大
会
及
び
第
四

ト
ハ
回
福
鳥
県

図

跨
館

大
会

が
五
月

三

十

‐‐
日

、
福

鳥

巾
で

開
か

れ
ま
し

た

。
そ

の
席
上

で

、
福

鳥
県

公
共
叫

＆
協

会

の
衣
彰

が

行
わ

れ
、

当
町

か
ら
鈴

木

郁
7‐
さ

ん

が
、

永
年

勤
続
者

と

し
て

受
賞

さ

れ

ま
し

た
。

鈴
木
郁
‐ｙｒ

さ
ん

は
、

子

ど

も
移

動
図

游
館
指

碑

員
と

し
て
十

一
。。年
間

、
子

供
た
ち

へ

の
読

書
の
蛉

及

と
指

導
に
尽

力
さ

れ
て

い
ま

す
。

ス
ポ

ー
ツ

ドリームが

優勝

第
一
十
八
回
町
良
杯
家
庭
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
大
会
が
五
月
十
〇
日

。
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
体
育
館
で
㈲
偃
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
会
に
は
七
チ
ー
ム

が
参
加

。
入
賞
し
た
チ
ー
ム
に
は
富
永
叨
ｋ
か
ら
優
勝
杆
や
盾
が
Ｉ迴
ら
れ

ま
し
た

。
成
岫
は
次
の
と
お
り
で
す
、
▼
優
勝
…
ド
リ
ー
ム
▼
湟
優
勝
…

西
大
枝
バ
レ
ー
ポ
ー
ル
愛
好
会
▼
一
二
位
・
：
チ
ッ
プ
ス

観
月 台 文化 情報

金沢明子ｺンｻーﾄ
７月22 日 （土 ）

18:00 開演

3,000 円（全席自由）

問い 合わせ●●・ 生涯学爾課 又化●貝! 係 新 (  5  ) 2876

新しい本が届きました
～文化センター図書室～

一

般

図

書

児

童

図

書

思考のレッスン　　　　　 （丸谷才－ ）

世狎のたね　　 （アイリック・ニュート）

スター誕生　　　　　　　 ｛古田司｝

鋭敏節を読む　　　　　　 （水上勉）

百冊の聘代小脱　　　　　　 （寺岡摶）

過ぐる川烟る橋　　　　　　 （鶯沢萌）

はなかげ　　　　　　　 （康田宜永）

どんどん橘1茗ちた　　　　 （綾辻行人）

羂貝珠　　　　　　　 （玉岡かおる）

百鬼夜行鴎　　　　　　 （京価夏彦）

お ひさ まぞろ ぞろ　　 （か めむら ごろ う ）

き みの からだ のき たな いも の学

（シルビ ア・プ ラン ゼイ）

えほ ん戈 軸36 度線　　　　　 （小 林豊）

な まく ら ドッ ク　　 （東哀 子ども 図 書飽）

ぽく の学 校ぽく ひ とり　　　 （宮 川 ひろ ）

犬に なっ た少 年　 （ア ラン ・ア ルパ ーグ）

アニ ー　　　　　 （トマ ス・ミ ー ハン ）

魔の 山　　　　　 【モリ ー ・ハンタ ー】

ヒル ズエン ド （ アイパン ・ サウ スオ ール）

夜出 あるく も のた ち

（ジョン ・ メー スフィ ールド ）

町民登山は猫魔ヶ岳です

日 時 ７月16日I(日) 午前6 時 分 夊化センター出発
場 所 猖魔ケ岳C 碚国汨コースj
対 象70 纜未満の健康な町民( 小中高生．学生は餘く)
定 員3() 人{ 申込頤}
参加料　1,00【】円( 事前説明会で徴収)
申込先 ７月4日．午前9聘から社会体育係へ

r電話での申し込み不可〕

町民プールは７月８日から

期間 ７月8日～8月31日･液 嚮は7月20日～８月20日の間丿
畤間1 回目‥･9:30 ～11:30 2 回目…13:00 ～15:00

3回目…15:30 ～1ﾜ:30
4回目 順同卜･･18:30 ～20:30

･料 金 ｌ 夜

大 人 150 腿 210 円

高 校生 100 円 150 円

小巾擘生 30 円 bU 円

幼稚ｓ 児以下 無 料

注意 一一人1回2  時 間 以内／小学生以下のお子さんは 。必ず裂

雷徊同 伴で。ただし 、小学4 年生Ｕ 上で25m  以上の沐

力のある場合は畭＜／小中学生が夜周利用する場合は

保護者同伴で。



結
成
2
5周
年
を
祝
う

ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
結
成
2
5

周
年
記
念
式
典
が
５
月
2
1日
観
月
台

文
化
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
同
ク
ラ
ブ
は
昭
和
5
0年
５

月
に
結
成
、
奉
仕
の
精
神
の
も
と
、

地
域
社
会
へ
多
大
な
る
貢
献
を
し
て

き
ま
し
た
。
紺
野
平
二
郎
会
長
は
「
一

贋
活
動
の
倫
を
広
め
た
い
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
交
流
深
い
長

崎
国
見
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
金

子
正
幸
会
長
を
は
じ
め
1
2名
が
出
席
、

冨
永
町
長
へ
渡
邉
秀
孝
長
崎
県
圃
見

町
長
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も
届
け
ら

れ
ま
し
た
。
現
在
メ
ン
バ
ー
は
3
7名
。

こ
の
ほ
ど
記
念
事
業
と
し
て
町
ヘ
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
や
県
北
中
に
書
筋

が
贈
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

町
長
賞
に
松
浦
英
夫
さ
ん

国
見
写
真

倶
楽
部
（
鈴
木

敏
博

会
長
）
主
催
に
よ

る

『
第
三

回
艮

崎
・
大
分

・
福
島
三
県
国
見

町
交

流
亊
業

く

に
み

の
美
フ

ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
』
で

、
松
浦
英
夫

さ
ん

（
駅
前

）
の

「
公

園
の
雪

化
粧
」

が
最
優
秀

と
な
る
町
長
賞
に

輝
き

ま
し
た

。
ま
た
、
同
時
に
闘

催
さ

れ
た
ミ
ス

ピ
ー
チ
撮
影
会
の
コ

ン

テ
ス
ト
で
は

最
優
秀
賞

に
は

鈴
木

章
さ
ん
（
川

内
）
の

「
桜
花
に
囲

ま
れ
て
」

が
選
ば
れ

ま
し

た
。
５

月
2
8
日
に

表
彰
式
が
行

わ
れ
、
こ

れ
ら
の
作
品

は
９

月
2
3
日

（
く
に

み
の
日

）
に
は
艮
崎

・
大
分
両
国

見
町
の
作
品

と
と
も
に

文
化
セ
ン

タ
ー
で
展
示

さ
れ

ま
す
。

町長賞に輝いた松浦さんの｢公園の冬化粧｣

の
ん
び
り
と
草
を
は
む

町
営
牧
野
が
開
牧

昨
年
1
0月
か
ら
冬
季
閉
鎖
を
し

て
い
た
国
見
町
営
牧
野
が
５
月
1
7

日
に
開
牧
し
、
放
た
れ
た
牛
は
久

し
ぶ
り
に
広
々
と
心
た
放
牧
地
で
。

草
を
食
ん
で
い
ま
し
た
。
町
営
牧

野
は
国
見
町
と
白
石
市
に
ま
た
が

る
丘
陵
地
2
1陥
か
ら
な
り
、
主
に

子
牛
生
産
を
目
的
と
し
た
繁
殖
牛

を
育
成
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
日

放
牧
さ
れ
た
牛
は
2
3頭
で
す
が
、

秋
ま
で
に
は
子
牛
も
生
ま
れ
、
約
5
0

頭
の
放
牧
が
予
定
さ
れ
ま
す
。

開
牧
式
で
牧
野
を
管
理
す
る
国
見

町
牧
野
利
用
組
合
の
高
橋
友
羇
組

合
長
は
、「
一
年
間
牛
が
無
事
に
過

ご
し
、
り
つ
ぱ
な
子
牛
を
埋
め
る

よ
う
に
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

う
つ
く
し
ま
未
来
博
を
Ｐ
Ｒ

「
う
つ

く
し
ま
未
来
博
」
を
Ｐ

Ｒ

す
る

キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
ク
ル

ー
が
、

こ
の
ほ

ど
冨

永
町
長

と
佐
藤
忠
美

議
長
を

訪
ね
、
マ
ス
コ

ッ
ト
の
き

ぴ
た
ん
人

形
と
記

念
入

場
券
を
手

渡
し

ま
し
た
。
来
年
７

月
に
須
賀

川
市
で

開
催
さ
れ
る

未
来
博
は
。

「
美
し

い
空
間

哭

し
い
時
間
」

を
テ

ー
マ

に

。
魅
力

い
っ
ぱ
い
の

パ

ビ
リ

オ
ン
や
参
加

型
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で

運
営
、
日
本

で
は
じ
め
て

森
の

中
で
開
催

さ
れ
ま
す
。
５
月

か
ら

は
荊
売
券

も
発

売
さ
れ
て
お

り

、
ク
ル

ー
は

「
多
く
の
み
な
さ

ん
の

参
加

・
来
場

に
よ
り
、
未

来

博
を

よ
り
魅
力

あ
る
も
の
に
し

ま

し

よ
う
。
」
と
呼

び
か
け
ま
し
た

。

小
さ
な
天
才
た
ち

二
千
年
の
夢

大
木
戸
小
　

谷
津
洋
介

ぼ
く
の
う
ち
で
は
。
果
物
を
作
っ
て
い
ま
す
。

と
て
も
お
い
し
い
も
も
、
リ
ン
ゴ
。
か
き
。
プ

ル
ー
ン
、
プ
ラ
ム
、
な
し
『

ラ

’
フ
ラ
ン
ス
で

す
。
い
つ
か
、
見
た
こ
と
も
、
食
べ
た
こ
と
も

な
い
よ
う
な
、
み
ん
な
が
感
げ
き
す
る
果
物
を

作
り
た
い
で
す
。

大
木
戸
小
　
八
島
奈
保
美

私
達
は
、
未
来
の
国
見
町
を
考
え
て
い
ま
す
。

私
は
、
ゴ
ミ
が
へ
っ
て
き
れ
い
な
町

、
み
ん
な

が
安
心
し
て
気
持
ち
よ
く
く
ら
せ
る
町
に
な
っ

た
ら
い
い
な
あ
と
思
い
ま
す
。

私
が
で
き
る
こ
と
は
、
ゴ
ミ
を
ボ
イ
捨
て
し

な
い
こ
と
、
ゴ
ミ
を
見
つ
け
た
ら
拾
う
こ
と
で

す
。
知
ら
ん
ぷ
り
し
な
い
で
し
っ
か
り
や
り
た

い
で
す
。

編集発
行

国
見
町
　
総
務
課

〒
９
６
９
１
’１
７
９
２

福
島

県
伊
達
郡
国
見
町
大
字

藤
田
字

一
丁
田
二
、
２
の
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｌ
０
２
４
－
５
８
５
－
２
1
1
1

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
２
４
1
５
８
５
1
２
1
８
1
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